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尾崎電設工業株式会社

代表取締役　　栗栖　史佳

制定日： 平 成 26 年 4 月 1 日

改定日： 令 和 1 年 11 月 5 日

７． 生産性の向上

工程不良の削減を継続的改善に努めます。

環境に関する法令や条例を遵守します。

６． 地域での環境活動

毎月会社周辺の清掃活動を行います。

４． 省エネ機器の提案

省エネ機器の情報収集し提案します。

５． 環境法令、条例の遵守

資源の有効利用と廃材の再資源化を図り廃棄物の削減に努めます。

３． 水の効率的利用

無駄な使用を控え、節水に努めます。

１． 省資源の取組

地球環境の保全に配慮し二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２． 廃棄物の削減

感動サービスに徹する

環 境 経 営 方 針

尾 崎 電 設 工 業 は 、 地 球 環 境 の 保 全 に 配 慮 し

本 業 で あ る 電 気 ・ 空 調 設 備 工 事 の 設 計 施 工 を

通 じ 地 球 温 暖 化 問 題 へ の 取 り 組 み や 地 域 の

そしてカーボンニュートラルに貢献して参ります。

環境活動に継続的改善・積極的に取り組みます。

尾崎電設工業株式会社

<経営理念>
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

尾崎電設工業株式会社

代表取締役　栗栖　史佳

（２） 所在地

〒589-0007 大阪府大阪狭山市池尻中3-29-15

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責 任 者 栗栖　史佳

（４） 事業内容

（５）

①　電気工事の設計、監督、施工

②　消防設備工事の設計、監督、施工

③　空調設備工事の設計、監督、施工

④　電気通信設備工事の設計、監督、施工

⑤　前項目に付帯する工事

（６）

：

：

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 尾崎電設工業株式会社

対象事業所： 本社

活動： 電気工事業・消防設備・空調設備・電気通信設備の

設計・施工・監督・メンテナンス業務

電設

従業員 23

　売上高 80,088 万円

延べ床面積 615.5㎡

事業内容

事業の規模

　資本金 2,000 万円

電話　072-365-3277　　FAX　072-365-3233

電話　072-365-3277　　FAX　072-365-3233

電気工事業            　  大阪府知事　許可（特-3）第2139号

電気通信・消防施設    大阪府知事　許可（般-3）第2139号

事業の規模
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全社員 ・省エネ機器の提案。

全社員 ・一般廃棄物の削減（事務所ゴミ）。

全社員 ・新規購入コピ-用紙の削減。

全社員 ・水道水の削減（事務所）。

グル－プ別
活動範囲

全社員 ・電力による二酸化炭素削減（関西電力の電気代）。

全社員 ・自動車燃料による二酸化炭素削減（ガソリン・軽油）。

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）。

・環境経営計画の審議及び確認と評価。

・環境の実績集計。

・環境関連法規等取りまとめ。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境経営レポートの確認。

環境管理事務局 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境経営目標、環境経営活動計画原案の作成。

・環境関連法規等の取りまとめ表の承認。

・環境経営目標・環境経営計画を確認・評価。

・環境活動の取組結果を代表者へ報告。

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施。

・環境経営レポートの承認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境管理責任者を任命。

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。

・環境経営目標・環境経営計画を承認。

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

尾崎電設工業　　エコアクション２１　活動組織

代表取締役

環境管理責任者

環境事務局

営業Ｇ 開発推進Ｇ 工事G 総務G
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【5】 省エネ機器の提案。

・最新機器を提案しエネルギ－効率を高めＣＯ２削減を呼び掛ける。

・照明器具設備、消費電力の少ないLEDの照明器具を提案する。

・手洗い、洗い物において日常的に節水を行う。

・ホースにストップノズル取付。

【4】 工事に伴う環境負荷の低減。

・施工資材の低減に取り組む。

・有価材（鉄クズ,電線クズ等）リサイクル業者にて売却。

・段ボール、古紙、電線用ドラムはリサイクル業者にて引取り。

・小形充電式電池（カドニカ電池等）は一般社団法人JBRCにて引取り。

【3】 水資源の削減。　　

・節水シールの貼り付け。

・裏紙、使用済用紙の再利用。

・ミスプリントの削減。

③ 資源のリサイクルに取り組む。

・電線クズ切断ロスを最小限にする為、使用長さは実測し

　電線恒長の余長は1割以内を目標とする。

① 一般廃棄物の削減。

・事務用品は詰め替えできる商品を使用する。

・廃棄物の分別を行う。

② リサイクルの促進に取り組む。

・無駄なアイドリングはしない。

・積荷を少なくする。

・急発進、急加速を無くす。

・公共機関への利用。

・電子メールを活用し外出回数を減らす。

【2】 廃棄物の削減、リサイクルに取り組む。　　　

① 電力使用量の削減。

・空調温度の適正化（冷房28℃ 暖房20℃）。

・不要照明の消灯。

・送風機を活用し空調機の使用頻度を下げる。

② 自動車燃料による二酸化炭素削減。

□環境活動の取組

【1】 省エネルギ－に取組み、二酸化炭素排出量の削減をする。　　　
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□環境経営目標及び令和6年度実績

※化学物質は使用していません。
※電力のＣＯ2係数は2022年度関西電力調整後排出係数とする。（0.434kg-CO2/ｋWｈ）
※基準年度を平成25年から平成31年度に変更。

水道水の削減

省エネ機器の提案
件 33件 41件 42件 43件 45件

基準年比 100% 125% 127% 130% 135%

148

基準年比 100% 98% 88% 97% 96%

㎥ 154 151 135 149

443

基準年比 100% 95% 58% 94% 93%

新規購入用
コピ－用紙の削減

kg 477 453 279 448

100% 97% 99% 97% 96%
一般廃棄物の削減

kg 815 790 806 790 782

基準年比

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 48,667 46,234 52,864 47,336 46,833

基準年比 100% 95% 114% 94% 93%

自動車燃料による
二酸化炭素削減

kg-CO2 36,831 34,989 42,045 34,621 34,253

　電力による
二酸化炭素削減

12,580

基準年比 100% 95% 91% 94% 93%

kg-CO2 11,836 11,244 10,819 12,715

        　　         　　　         年　度 基準
平成31年度

令和6年度 令和7年度
目標

令和8年度
目標項　目 目標 実績
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標：○達成　×未達成

　 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・手洗い、洗い物において日常的の節水を行う。 ○

・ホースにストップノズル取付を行う。 ○

・節水シールの貼り付け。 ○ -12％削減し達成しました。冬場の削減が大きいです。

水道水の削減

       数値目標 ○ 目標基準年度比98％に対し、実績88％で基準年度より

　コピー用紙を削減している。

・Web対応の安全書類が多くコピー用紙の頻度が下がった。

・新規購入用コピ－用紙の削減。 ○ -42％削減できました。

・(LINE WORKS)を導入する事で社内配布書類をデーター化し

新規購入用コピ－用紙の削減

       数値目標 ○ 目標基準年度比95％に対し、実績58％で基準年度から

・ミスプリントの削減。 △ 採用した結果、増加傾向にあります。全体的にやり尽くした

状態ですがこれ以上増えないように呼び掛ける。

・廃棄物の分別を行う。 ○ 思うように成果が出ていませんが  「分別」意識は浸透し

・裏紙の使用済用紙の再利用。 ○ つつあります。コロナ禍において衛生面の配慮し紙タオルを

一般廃棄物の削減

       数値目標 × 目標基準年度比97％に対し、実績99％で基準年度と

・事務用品は詰め替えできる商品を使用する。 ○ 同じ水準となり削減できませんでした。

・公共機関への利用。 ○

・電子メールを活用し外出回数を減らす。 ○

・積荷を少なくする。 × 余計な走行などあると思いますので細かいところから意識を

・急発進、急加速を無くす。 ○ 高めて行きます。

自動車燃料による二酸化炭素削減

       数値目標 × 目標基準年度比95％に対し、実績114％で基準年度より

・無駄なアイドリングはしない。 △ +14％で削減出来ませんでした。段取りミスなどの出戻りなど

若干有りますので細かいところから意識を高めていきます。

・送風を活用し空調機の使用頻度をさげる。 △ 稼働率通常高くなりますが、夏冬共に努力した結果減少に

転じています。照明器具の消し忘れは事務所、倉庫とも

・空調温度の適正化。（冷房２８℃　暖房２０℃） ○ 削減し達成しました。太陽光発電装置、設置に伴い電灯負荷

・不要照明の消灯。 △ は確実に減少出来ています。しかし動力電源の空調機の

取り組み計画 達成状況

　電力による二酸化炭素削減

       数値目標 ○ 目標基準年度比95％に対し、実績91％で基準年度より-9％
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

　

□環境活動の紹介
･毎月１回第１土曜日、当社が定める　「快適の日」で倉庫整理及び、会社周辺の清掃を行う
 （吸いがら・紙くず・落ち葉など）

･屋上に設置された太陽光パネル･         ・1階玄関に設置した太陽光発電モニター・　

自動車NOｘ・PM法 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反、訴訟等の指摘は、創立以降ありませんでした。

･市内美化清掃の様子･

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物・産業廃棄物（蛍光灯・水銀灯）

フロン排出抑制法 簡易点検（すべて　3ｹ月に1回以上）

･市内美化清掃の様子･

工程不良の品質管理

       数値目標 ○ 基準年度の出戻り作業３件に対し目標2件、実績は1件です。

・照明器具設備消費電力の少ないLEDの ○

省エネ機器の提案

       数値目標 ○ 目標基準年度比125％に対し、実績127％で基準年度から

・最新機器を提案しエネルギ－効率を高め ○ 27％多く提案できました。

　ＣＯ２削減を呼び掛ける。

　照明器具を提案する。

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

・材料発注は正確にFAXで注文する。 ○ 残念ながら1件の物損事故がありました。

・盗難に遭い易い商品は出来るだけ 改善点として作業中死角となる部分のKY活動が不足していまし
た。　会社に搬入し必要に応じて現場に搬入する。 ○
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

　

　

　

･消火活動の様子･ ･消火活動の様子･

・実施体制 ☑　変更無し □　変更有り

・環境経営方針 ☑　変更無し □　変更有り

・環境経営目標・計画 ☑　変更無し □　変更有り

基準年度に比べ-12％で去年に引き続き-10％以上達成出来ました。 また省エネ機器の提案工程

不良の品質管理も、お客様に恵まれ達成できました。次年度の目標は達成出来た項目は前年度

-1%を目標とし達成出来なかった項目は据え置きとします。エコアクション２１の取組をしっかり伝え

活動を浸透させて来た結果、多くの目標を達成する事が出来ました。近年SDGsやカーボンニュートラル

考え社員一同取り組みを強化し次年度も環境保全活動を推進して行きます。

などの取組が社会的課題となっている事を踏まえエコアクション２１の活動は重要な位置づけであると

エコアクション２１への運用を始めてから11年経過しました。 

電力による二酸化炭素削減は目標95％、実績91％、基準年度に比べ-9％目標達成です。自動車燃料

による二酸化炭素削減は目標95％、実績114％、基準年度に比べ+14％となり、一般廃棄物の削減は

目標97％、実績99％、基準年度に比べ同じになりました。新規購入コピー用紙削減については、

目標95％、実績58％基準年度に比べ-42％ 水道水の削減については目標98％、実績88％、

実施日：令和7年4月10日
代表取締役　栗栖史佳
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